
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お買い上げ誠にありがとうございました。 
●ご使用の前に本取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

デ ィ ス ペ ッ ト 
ボトルトップディスペンサー 

取 扱 説 明 書 
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●ご使用の前に、この「安全上のご注意」及び、次ページの「注意」をよくお読     
みの上、正しくお使いください。 

●ここに明記した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様への     
危害や財産への損害を未然に防止するためのものです。 

●お読みになった後は、お使いになる人がいつでも見られるところに大切に保管して       
ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．特 長 

● 各種標準試薬瓶に直接セットできます。 
● 全体がコンパクトで軽いので、手に持ってそのまま試験管などに分注できます。 
● ガラスシリンダ（ホウケイ酸ガラス）は、スリーブで保護されています。 
● セットの中には、予備のチューブ（２２０mm）が付属していますので、容器に合わ 
   せて切断し、ご使用ください。 

 

２．付属品 

● インレットチューブ（フッ素樹脂）…………………………………………１本 
● インレットチューブ（ポリエチレン）………………………………………１本 
● アウトレットノズル（フッ素樹脂）…………………………………………１個 
● フェラル（フッ素樹脂）………………………………………………………１個 
● ノズルキャップ（ポリプロピレン）…………………………………………１個 
● アウトレットコネクタ（ポリプロピレン）…………………………………１個 
● 取扱説明書（本書）……………………………………………………………１部 
ご使用の前に上記付属品が全て揃っているかご確認ください。万が一不足品が確認されま 
したら、販売店にお問い合わせ下さい。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上のご注意 

ディスペット  
ボトルトップディスペンサー  
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  安全に正しくお使いいただくために、必ずお守りください。 

 

                          注 意 
                    人が障害を負う可能性及び、 

物的損害の発生が想定される内容 
 

1．説明書には本製品を安全に使用する為の全ての方法が記述されているわけではありません。

安全に十分注意してご使用ください。また不明な点があればお問い合わせください。 

2．液体の分注以外の目的に使用しないでください。 

3．本製品を不当に改造しないでください。事故の原因になります。 

4．人体に直接入る液体の分注には使用しないでください。 

5．人体に向けて吐出しないでください。液体によっては人体を傷つける恐れがあり、危険で

す。 

6．防護服、保護手袋、安全眼鏡など必要な安全上の予防処置をとってください。試薬の取り扱

いは試薬メーカーからの情報による安全上諸注意を守ってください。 

7．人体に有害な液体が本器接液部以外に付着した場合は、適切な除去処置を行ってからご使用

ください。素手では絶対に触らないでください、人体を傷つける可能性があります。 

8．インレットチューブはきつく差し込んで確実に固定してください。                     

＊インレットチューブの差し込みがゆるいと、この部分から気泡が入ることがあります。 

9．アウトレットコネクタをねじ込み、アウトレットノズルを確実に固定してください。   

＊アウトレットコネクタの締め付けがゆるいと、アウトレットノズル部分より液漏れが発生

したり、液の排出時の圧力によってアウトレットノズルが抜ける可能性があり、液体の飛

散・液漏れの原因となり人体を傷つける可能性があります。 

10．操作時、アウトレットノズルに顔を近づけないでください。事故の原因になります。 

11．分注器の操作は一定のスピードでゆっくり行ってください。継続的に動かしたり、上下に強

く打ち当てたり、試薬が勢いよく飛び出すような使い方はしないでください。液がはねた

り、アウトレットノズルが抜ける恐れがあり、人体を傷つける可能性があります。 
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  安全に正しくお使いいただくために、必ずお守りください。 

 

                          注 意 

               人が障害を負う可能性及び、 

物的損害の発生が想定される内容 

 

12．ガラス製品（シリンダ、ボトル等）に付き、取り扱いには充分気を付けてください。部

品交換を行う場合は、ガラス等に十分注意をして取り扱ってください。破損による事故の

原因となります。 

13．使用後は、洗浄を行ってください。（Ｐ8保守をご参照ください。）                  

＊プランジャがシリンダ内で固着した場合、無理に抜こうとすると破損事故の原因となり

ます。その際は修理をご依頼ください。 

14．オートクレーブ滅菌はできません。 

15．分注器が耐性を持つ薬品以外には使用しないでください。耐性が不明な場合は事前にお

問い合わせください。 

16．接液部は耐薬品性に優れた材質を使用していますが、内部に接着剤(エポキシ系)を使用し  

ていますので、本体内部及び、ボトルに薬品を入れた状態での⾧期保存はおやめ下さい。

接着剤が溶解して、液体の飛散・液漏れの原因となり人体を傷つける可能性があります。 

17．正常に機能しなくなった場合は、直ちに使用を止め、修理をご依頼ください。         

その際、微生物や化学物質など人体に有害な物質が除去されているか、十分ご確認願いま

す。汚染されている場合は、人体に影響がないよう処置を行ってください。 

 

                            厳 守 
        より良い精度・再現性を得るために、 

また長くお使いいただくためのワンポイント 

 

１．結晶析出を起こしやすい液体を使用した後は、必ず洗浄を行ってください。放置し   

ておきますとプランジャが動かなくなったり、バルブが詰まる原因となります。 

２．ボトルに液を入れた状態で保存しないでください。弁の固着等の本体機能を害する   

原因になります。 
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３．主要部品 

1 プランジャ（１，２mL：セラミック ５，１０mL：ホウケイ酸ガラス） 
2 スリーブ（ポリプロピレン） 
3 シリンダ（ホウケイ酸ガラス） 
4 目盛板（ステンレス） 
5 ポインタ（ポリプロピレン） 
6 ストッパ（真鍮クロムメッキ） 
7 キャップ（ポリプロピレン） 
8 アウトレットバルブセット（フッ素樹脂、セラミック、プラチナ） 
9 アウトレットコネクタ（ポリプロピレン） 

10 アウトレットノズル（フッ素樹脂） 
11 ノズルキャップ(ポリプロピレン) 
12 フェラル（フッ素樹脂） 
13 バレルセット（フッ素樹脂） 
14 インレットバルブセット（フッ素樹脂、セラミック） 
15 インレットチューブ（フッ素樹脂） 
16 アダプタ（ポリプロピレン） 
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４．操作手順 

 

１．アウトレットコネクタ内にフェラル、アウトレットノズルが 図２の様にセット  
されていることを確認して、アウトレットコネクタをアウトレットバルブにねじ    
込み、アウトレットノズルを固定してください。 （図２）                                  

アウトレットコネクタの締め付けがゆるいと液体の飛散や漏水の原因となり
ますので注意してください。                                       

２．インレットバルブにインレットチューブをきつく差し込みます。           
※別売の試薬ボトル以外のボトルを使用する場合は、スペアのインレットチュー
ブをボトルに適した⾧さに切ってください。                              

３．試薬ボトルに試薬を入れた後、本体をねじ込んで固定してください。         
※別売り試薬ボトル以外のボトルを使用する場合は、ボトルに合ったアダプタを
選択し本体に取り付けてください。                                      

４．ストッパをゆるめ、ポインタを必要な容量の目盛りに合わせてストッパを締め
て、ポインタを固定してください。                        

５．プランジャを短いストロークで数回上下させてシリンダ内のエアー抜きを行って
ください。                               

６．アウトレットノズルの先端を、受器の内壁に接触させてください。       

７．プランジャを静かに止るまで引き上げてください。                   

強く引き上げるとストッパの位置が狂う場合があります。                  

８．プランジャを静かに止るまで押し下げてください。定量液が排出されます。  

９．上記７、８の操作を繰り返して分注を行ってください。                     
※一定の速度で分注を行うことにより分注精度を維持できます。 

容量によって異なりますが以下のスピードを目安としてください。 

● １～１０mL：フルストローク 約 １sec 
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５．分解と組み立て（図３～４） 

1)プランジャセット 

 ＜分 解＞                             ＜組 立＞ 

  ストッパセットをスリーブの溝の最上部     ストッパセットをスリーブの溝の最下部 
に固定してください。次にスリーブを押     に固定してください。バレルセットのシ 
えてプランジャヘッドを左に廻して外し     リンダにスリーブをかぶせ、スリーブの 
てください。                             凹部にガイドリングの凸部を片側から 
＜組 立＞                 合わせて全周はめ込んでください。                   

   分解を逆に行ってください。ネジ部は必 
ず確実に締めてください。 

 

2)スリーブ                 3)ストッパセット 

    ＜分 解＞               ＜分 解＞ 

   ストッパセットをスリーブの溝の最下部     上記１～３の行程を行ってから、ストッ 
   にしてください。ボディバレルを握り、   パを左に廻して外してください。 

スリーブを最上部に引き上げ、ガイドリ    ＜組 立＞ 
ングが外れるまでスリーブを左右どちら    取り付けは必ずプランジャセット、スリ 
かに傾けてスリーブを抜いてください。    ーブとガイドリングを取り付ける前に行 

                          ってください。 
 

１．分解を行うときは、必ず本体およびチューブ内に残液がない状態か、または、 
十分に洗浄してから行うようにしてください。 

２．シリンダやプランジャの取り付けには十分注意してください。本体が損傷し 
て事故の原因となることがあります。 

３．バルブの分解は事故の原因となりますので絶対にしないでください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

 
６．保 守 

・本体の寿命を延ばすためには、使用後の内部洗浄・定期的なメンテナンス（清掃）などが

必要です。 

・結晶性のある液体使用後や粒子が混入している液体を使用した後には、充分な洗浄が必要

です。バルブ内部の結晶固着や粒子の付着によってプランジャとシリンダに傷が付かない

ようにすることが大切です。その為には、下記の手順に従って定期的にメンテナンスをお

勧め致します。特にプランジャ、バルブの動作がスムーズでなくなった場合には必ず行っ

てください。 

 

１．使用後は、蒸留水／精製水で６回から１０回分注を行い、本体の内部洗浄をしてください。 

２．⾧期間使用しない場合や、結晶析出を起こす溶液を使用した後は、必ず洗浄を行って下さ

い。放置しておきますと、プランジャが固着したり、バルブが詰まる原因となります。   

実験用ガラス器具向けの高品質の洗剤で全体を洗い流してから、蒸留水／精製水で数回分

注を行った後、内部の排水を十分に行って保管してください。 

３．バルブやプランジャがスムーズに動作しない場合や、プランジャを引き上げると液体がア

ウトレットノズルに逆流する場合は、蒸留水／精製水（温度７０℃程度）で分注を行って

ボール弁や弁皿部分に付着した、薬品を洗浄除去してください。 

４．アウトレットバルブ、インレットバルブ（以下バルブ）は動作の信頼性を確保するため、

ボール弁と弁皿を精密に研磨・整合しています。従ってバブル内に試薬を残した状態で放

置しますと試薬が乾燥してボール弁が弁皿に固着することがあります。通常はプランジャ

で強く吸い上げるとボール弁を弁皿から引き離すことができますが、ボール弁を弁皿から

引き離せない場合は、次の要領に従ってボール弁を弁皿から引き離してください。 

  

１）バルブが固着した場合は、蒸留水／精製水（温度７０℃程度）をやや早い速度でプラン

ジャを小刻みに上下させながら分注を行って、ボール弁や弁皿部分に付着した薬品を洗

浄除去してください。 

２）インレットチューブをインレットバルブから取り外してください。先の鋭くない細いプ

ローブ（伸ばしたペーパークリップでもよい）で、インレットバルブの弁皿にある穴に

通して、ボール弁を僅かに押し上げて、弁皿から引き離してください。               

※上記の方法で、症状が改善されない場合は、販売店へ修理依頼してください。 

５．プランジャがシリンダから取り外しできない場合は、無理に抜こうとすると破損する場合

があり、けがや事故の原因となります。販売店へ修理依頼してください。 
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７．仕 様 

 

    精度：＜±1.0% 

       再現性：＜0.2% 

 

製品コード 分注範囲単位 目盛 ボトル容量 

00-DP-1B 0.2～1.0mL 0.05 mL  200 mL  

00-DP-2B 0.4～2.0mL 0.1 mL  200 mL 

00-DP-5B 1～5.0mL 0.1 mL  350 mL 

00-DP-10B 2～10mL 0.25 mL 1000 mL 

●ボトルは各サイズともネジ口が共通ですので組み合わせが自由にできます。 

 

８．別売品   

    

パーツ No.(図１) 部品名 

⑪ N3-0730B ノズルキャップ 

⑮ DP-0700 ｲﾝﾚｯﾄﾁｭｰﾌﾞ 300mm (ﾌｯ素樹脂) 

⑮ DP-1400 ｲﾝﾚｯﾄﾁｭｰﾌﾞ 300mm (ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ)  

⑯ DP-1118 アダプタ １８mm 

⑯ DP-1119 アダプタ １９mm 

⑯ DP-1124 アダプタ ２４mm 

⑯ DP-1125 アダプタ ２５mm 

⑯ DP-1128 アダプタ ２８mm 

⑯ DP-1133 アダプタ ３３mm 

⑯ DP-1138 アダプタ ３８mm 

⑯ DP-1145 アダプタ ４５mm 

― DP-0800 ボトル 200mL 

― DP-0900 ボトル 350mL 

― DP-1000 ボトル 1000mL 
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９．トラブルシューティング 

 

現象 考えられる原因 処置 

油を吸わない。 

インレットチューブの差し込みがゆる

くなっている。 

インレットチューブの差し込んでいた

部分をカットするか、新しいインレッ

トチューブをご使用ください。 

インレットバルブのボールが固着して

いる。 

P8 保守 4 項１）,２）の処置を行っ

てください。 

インレットバルプにゴミが付着してい

る。 

インレットバルブを外し、掃除を行っ

てください。 

アウトレットコネクタが緩んでいる。 締めてください。 

アウトレットバルブにゴミが付着して

いる。 

アウトレットバルブの掃除を行ってく

ださい。 

アウトレットバルブのボールが固着し

ている。 

P8 保守 4 項１）の処置を行ってく

ださい。 

気泡が混じる。 
インレットチューブの差し込みがゆる

くなっている。 

インレットチューブの差し込んでいた

部分をカットするか、新しいインレッ

トチューブをご使用ください。 

ポインタがずれる。 ストッパが緩んでいる。 締めてください。 

アウトレットバルブ

から液が漏れる。 

アウトレットコネクタが緩んでいる。 締めてください。 

アウトレットノズルの取り外しの繰り

返しにより締め付け部分が潰れてい

る。 

新しいアウトレットノズルをご使用く

ださい。 

アウトレットノズルの取り外しの繰り

返しによりフェラルが潰れている。 
新しいフェラルをご使用ください。 

液が出ない。 
インレットバルブ及びアウトレットバ

ルブに、結晶性液体が固着している。 

P8 保守 3 項の処置を行ってくださ

い。 

 

上記確認後、なおも異常がある場合は、ただちに使用を中止して販売店へ修理依頼をしてください。 

 

 

１０．返送時のご注意 

１．修理に出す前には、必ずクリーニングをおこない汚れを取り除いてください。 
２．本体内部から完全に薬品を排除してください。 

３．微生物や人体に有害な化学物質等は除去されていることをご確認願います。 

４．問題の箇所と使用薬品等なるべく詳しい情報を添付してください。 

５．保証期間内の修理の場合は、保証書を添付してください。 
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ⅯＥⅯＯ 
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ⅯＥⅯＯ 
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ⅯＥⅯＯ 
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保証規定 

１．取扱説明書の注意書に従った使用状態で、保証期間内に故障した場合には、無償修理を 
させていただきます。 

２．無償修理をご依頼になる場合には、お買い上げの販売店に製品と本書を添付してご指示   
いいだき、お申し付けください。 

３．ご転居の場合の修理ご依頼先は、弊社までお問い合わせください。 
４．ご贈答品等で本保証書に記入の販売店で無償修理をお受けになれない場合は、弊社まで 

お問い合わせください。                                                           
５．保証期間内でも次の場合には原則として有償修理とさせていただきます。 

ａ）使用上の誤り及び、不当な修理や改造による故障及び損傷。 
ｂ）お買い上げ後の輸送、落下などによる故障及び損傷。 
ｃ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変による故障及び損傷。 
ｄ）車両、船舶等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷。 
ｅ）本書のご提示がない場合。 
ｆ）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入がない場合、あるいは字句を 

書き換えられた場合。  
ｇ）部品が消耗した場合。    

６．本書は日本国内においてのみ有効です。 
７．本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

  
※ この保証書は、本書に明示した期間、条件の下において無償修理をお約束するものです。   

従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。         
保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間についてご不明の場合は、弊社までお   
問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

       製造販売元 

 

 

 

Webサイト                https://www.nichiryo.co.jp/ 

Eメール                          info@nichiryo.co.jp 

●お問い合わせは、Webサイトの「お問い合わせフォーム」またはEメールでお願い致します。 
 
 
 

SB-DP002J 



 

 

デ ィ ス ペ ッ ト 

保 証 書 
 

本書はお買い上げの日から下記期間中故障が発生した場合に、 

 保証規定記載内容で無償修理を行うことをお約束するものです。 
 

■販売店様へ・・・※印欄を必ずご記入の上、お渡しください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．保証書にご記入いただいたお客様の個人情報は、保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点 

検活動のために利用させていただく場合があります。 

２．修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を預託する場合 

がございますが、契約等において個人情報の適正管理・機密保持などによりお客様の個人情報の 

漏洩防止に必要な事項を取決め、適切な管理を実施させます。 

３．当社の「プライバシーポリシー」は下記URLからご参照ください。 

https://www.nichiryo.co.jp/info/privacy.html 
 

 

 

(必要事項をご記入の上、03-5829-4504 まで FAX にて送付をお願いします) 

保証期間 本製品お買い上げ日より １年 

※お買上げ日 西暦      年    月    日 

お 

 

客 

 

様 

施設名  

部署名  

お名前 

（ふりがな） 

 

ご住所 

〒   － 

 

 

TEL  FAX  

e-mail  

※ 

販 

売 

店 

住所・店名 

 

 

 

TEL   （     ） 

 
キ 
 
リ 
 
ト 
 
リ 
 
線 
 


